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夢夢
とと

希
望
希
望
をを

抱抱
い
て
い
て

入
学
入
学
お
め
で
と
う
！

お
め
で
と
う
！

新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
夢
と

希
望
を
抱
い
て
入
学
し
た
新
入
生
の

み
な
さ
ん
、
そ
し
て
、
保
護
者
の
み

な
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

文
武
両
道
の
伊
良
波
中
学
校
。
昨

年
の
地
区
陸
上
で
は
、
男
子
四
位
、

女
子
優
勝
、
総
合
二
位
と
陸
上
、
伊
良
波
の
復
活
の
兆

し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
校
訓
「
自
主
創
造
」
の
下
、
何
事
に
も

「
知
性
を
磨
き
、
心
を
見
つ
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生

徒
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
職
員
一
同
、
あ
ら

ゆ
る
教
育
活
動
に
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

学
校
だ
よ
り自

主
創
造

自
主
創
造

伊良波中学校

校長 大城 徹

知
性
を
磨
き

心
を
見
つ
め

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒

○
自
主
性
、
創
造
性
の
あ
る
生
徒
（
知
育
）

○
情
操
豊
か
な
生
徒
（
徳
育
）

○
健
康
で
た
く
ま
し
い
生
徒
（
体
育
）

学校教育目標

校
訓

自
主
創
造

〔
職
員
紹
介
〕

●
一
学
年
（
学
年
主
任

福
元

影
子
）

一
組
担
任

名
渡
山
兼
和
（
数
学
）

二
組
担
任

神
山

千
枝
（
社
会
）

三
組
担
任

兼
城

真
紀
（
国
語
）

四
組
担
任

与
那
覇
晴
美
（
理
科
）

五
組
担
任

儀
保
真
理
子
（
理
科
）

六
組
担
任

金
城

久
徳
（
保
体
）

一
・
二
組
副
担
任

國
吉

房
次
（
美
術
）

三
組
副
担
任

中
山

邦
彦
（
数
学
）

四
組
副
担
任

友
利

等
（
社
会
）

五
組
副
担
任

佐
川

靖
（
国
語
）

六
組
副
担
任

福
元

影
子
（
家
庭
）

副
担
任

儀
保

勝
之
（
特
別
支
援
）

●
二
学
年
（
学
年
主
任

赤
嶺

俊
英
）

一
組
担
任

大
城

直
樹
（
数
学
）

二
組
担
任

當
眞

望
（
社
会
）

三
組
担
任

大
嶺

園
子
（
国
語
）

四
組
担
任

屋
比
久
賢
明
（
技
術
）

五
組
担
任

比
嘉
ゆ
か
り
（
英
語
）

六
組
担
任

大
城

一
（
社
会
）

一
・
二
組
副
担
任

赤
嶺

俊
英
（
保
体
）

三
・
四
組
副
担
任

須
磨

久
美
（
理
科
）

五
・
六
組
副
担
任

上
原

幸
枝
（
英
語
）

副
担
任

當
間

剛
（
保
体
）

副
担
任

仲
田

大
地
（
学
習
支
援
）

●
三
学
年
（
学
年
主
任

金
城

聴
）

一
組
担
任

中
村
多
加
乃
（
英
語
）

二
組
担
任

吉
元

真
理
（
保
体
）

三
組
担
任

具
志
堅
秋
乃
（
国
語
）

四
組
担
任

根
間

俊
光
（
数
学
）

五
組
担
任

崎
濱

秀
昭
（
社
会
）

六
組
担
任

久
志

充
（
特
別
支
援
）

一
・
二
組
副
担
任

金
城

聴
（
英
語
）

三
・
四
組
副
担
任

新
垣

裕
己
（
数
学
）

五
組
副
担
任

瀬
名
波
正
敏
（
理
科
）

六
組
副
担
任

川
武

順
子
（
音
楽
）

●
そ
の
他

校
長

大
城

徹

教
頭

伊
集

盛
助

教
務
主
任

中
山

邦
彦
（
社
会
）

生
徒
指
導
主
任

當
間

剛
（
国
語
）

生
徒
支
援
加
配

友
利

等
（
社
会
）

非
常
勤
講
師

稲
福

樹
音
（
音
楽
）

〃

長
田
い
づ
実
（
美
術
）

養
護
教
諭

金
城

朋
子

図
書
館
司
書

上
原

有
子

県
費
事
務

本
村

恵
徹

市
費
事
務

上
江
洲
千
枝
子

Ｐ
Ｔ
Ａ
書
記

當
銘

裕
美

学
校
栄
養
職
員

加
賀
美
詢
子

〃

比
嘉

真
美

外
国
語
指
導
助
手

バ
ー
リ
ー
・
エ
リ
オ
ッ
ト

〃

ポ
ー
ル
・
オ
デ
ゥ
ア

心
の
教
室
相
談
員

瀬
長

和
枝

保
護
者
と
の
架
け
橋
の
た
め
に

保
護
者
と
の
架
け
橋
の
た
め
に

赴
任
し
て
足
か
け
五
年
。
こ
の

学
校
だ
よ
り
「
自
主
創
造
」
も
二

七
〇
号
を
越
え
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
は
も
と
よ

り
、
先
生
方
の
が
ん
ば
り
、
学
校

の
様
子
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

発
信
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
学
校

だ
よ
り
「
自
主
創
造
」
が
、
学
校
と
保
護
者
、
地
域

の
方
々
と
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
と
も
学

校
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

カラーでご覧ください。（http://www.tomigusuku.ed.jp/jh-iraha/index）
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